






〔結論〕 

新生児 19 例より麻酔導入時に咽頭および気管内分泌液を採取し,細菌叢の検索を行い,咽

頭より 12 例,10 株,気管内より 5例,3 株の細菌を検出した。 

日齢により細菌の検出や種類に差は認められなかった。 

気管内よりの細菌叢は正常細菌叢が4株,大腸菌が2株,黄色ブドウ球菌1株で,すべて腹部

膨満と嘔吐を主訴として入院して来た症例であった。 

人工換気療法はわずか 2 例であったが,この期間中に気管内より細菌叢は検出されなかっ

た。 

以上の結果より,新生児の術後肺感染症の予防対策の一つとして,腹部膨満と嘔吐で入院し

て来た新生児には肺感染症を念頭に管理する必要がある。 


